
●アーバンシステム環境通信の主な内容

2006年 2月 ダイビング 世界中で死減するサンゴの現状と沖縄での移植事業

3月 環境落語 環境問題をテーマにする環境落語の予生

9月 ペットボトルtoペットボトル ペットボトルからペットボトルを再生するケミカルリサイクルの説明

9月 エコファンド       エコファンドの説明、国内の反響と今後の展望

10月 琵琶湖のバイオマス    琵琶湖で実施されている外来魚を利用したバイオマス事業の紹介

11月 青島一日本環境技術商談会 中国・青島で開かれた日中の環境技術商談会の説明

12月 「木づかい運動」のすすめ  林野庁が進めるC02を 十分に吸収する森林づくりの紹介

べてC02を 吸収しやすい森林作りを

紹介している。

「環境通信」は1年ほど前から、一

部の得意先などにも送り好評を得て

いる。2006年 9月号でエコファンド

を取り扱った「環境通信」を送った時

には、不動産関係の主力取引先の部

長から励ましの連絡があったという。

同社の小柴卓人社長は、「職人気

質の従業員が多く、環境意識を向上

させるのには苦労してきた。しかし、

最近は従業員が取引先から環境への

取り組みを誉められるケースカ寸曽え

ている。環境教育を継続しているこ

とで従業員の意識が向上している」

と話す。

この数年で急速に広まった環境e

ラーエングでも、漠然と環境教育の

コンテンツを作成している企業が多

い。この分野でも何を学んでほしい

かを明確にすると、従業員の反応が

良くなる。

NTTデ ータは、グループ会社の

派遣社員まで含めるとIS014001の

受講対象者が約2万 3000人 になる。

だが、環境eラーエングで990/0とい

う高い受講率を記録している。ISO

事務局が受講の依頼を何度もするな

ど地道な取り組みをする一方で、教

育コンテンツの良さが従業員に受け

入れられている。

2006年 度の環境eラ ーエングは、

前年度のeラーエングのアンケー ト

結果やIS014001の 内部監査の指摘

を参考に作成した。同グループの環

境活動の取り組みのほかには、廃棄

物処理の法令違反リスクと環境に配

慮したシステムの開発に絞ったコン

テンッになっている。

マ醒フ醒丞 静鶴わ鶴づ鰻懃ヅ

対象を絞った分だけ具体的な内容

になっており、従業員の評判も良い。

例えば、廃棄物管理のリスクのペー

ジは、「システムの更改時の廃棄物管

理」というケーススタディーを紹介

しながら、マニフェスト伝票の重要

性が示されている。

その次のページでは、このケース

におけるリスクのポイントを示して

いる。マニフェスト伝票の管理義務

違反となった場合にどんな処罰が下

摩言琶湖のバイオマス」や「『木
づかい運動』のすすめ」など、

どの号の環境通信も従業員
が興味を持つように編集さ

れている

るか、そのような事態を未然に防ぐ

には、どんな運用をすべきかを紹介 '

している。

NTTデ ータ環境保護推進室の原

田彩子氏は、「今回、eラーエングの

作成に当たっては、前年に起きた逗

用上の課題にポイントを絞ったこと

が930/Oの受講者の満足度につながっ

た要因の1つだと思う。来年からは、

これまでよリー人ひとりのパフォー

マンスが向上するようなコンテンッ

を作成したい」と話す。

環境教育は、ISO事務局の意欲と

受け手である従業員の意識の落差が

大きな分野である。「環境教育を受

けるのは、どちらかと言えば面倒く

さい」という従業員の心理を前提に

何をするべきかを検討をするとよい。

今回のケースに共通するのは、こう

した従業員の抵抗感をうまく取り除

いている′点である。
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